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フ�

公�つ�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

�
▲�

▲�▲�▲�

▲� ▲�

の�

おすすめ�

リ
ー
マ
ー
ケ�

ッ
ト
に
は
袋�

を
持
参
し
て�

　
つ
や
ま
・
エ
コ
・
シ
ス
テ

ム
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
買

い
物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

す
る
こ
と
は
、
少
し
で
も
ご

み
の
減
量
に
な
る
と
思
い
ま�

す
。
私
も
買
い
物
の
と
き
は

持
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
で
協
力
し

ま
し
ょ
う
。
（
神
戸
・
女

性
）�

　
つ
や
ま
・
エ
コ
・
シ
ス
テ

ム
は
、
協
力
加
盟
店
で
エ

コ
・
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
レ

ジ
袋
を
断
る
と
エ
コ
シ
ー
ル

が
も
ら
え
、
そ
れ
を
た
め
る

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

用
ご
み
袋
（
30
リ
ッ
ト
ル
）

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と

交
換
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
（
19
ペ
ー
ジ
に
関
連
記

事
）
。
ご
み
減
量
の
た
め
に
も
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。�

市
環
境
事
業
課�

���������

　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
で
初
め

て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出

店
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
と
き
気
づ
い
た
の
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ

ん
が
「
買
っ
た
物
を
入
れ
た

い
の
で
袋
が
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
る
の
で
す
。
家
か
ら
持

っ
て
き
て
い
た
紙
袋
も
同
時

に
処
分
で
き
た
の
で
、
私
と

し
て
は
助
か
り
ま
し
た
。
で�

も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

目
的
で
来
る
の
だ
っ
た
ら
袋

を
持
参
し
た
方
が
、
ご
み
が

増
え
な
い
の
で
は
な
い
の
か�

な
、
と
感
じ
ま
し
た
。�

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大

盛
況
で
終
わ
り
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
（
北
園
町
・

女
性
）�

共
の
も
の
は�

大
切
に�

や
ま
・
エ
コ
・

シ
ス
テ
ム
に

協
力
を�

　
広
報
つ
や
ま
10
月
号
に
、

神
南
備
山
展
望
台
の
落
書
き

が
出
て
い
ま
し
た
が
、
本
当

に
許
せ
ま
せ
ん
ね
。
公
共
物

を
私
物
化
し
た
行
動
に
対
し

て
は
、
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、

健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
（
坪
井
町
・

女
性
）�

●
ご
意
見
、
ク
イ
ズ
、
イ

ラ
ス
ト
は
左
の
あ
て
先
へ

ど
う
ぞ
。
見
本
の
と
お
り

に
書
く
だ
け
で
着
き
ま
す�

�

POST  CARD

7 0 8 8 5 0 1

津
山
市
役
所�

行
政
広
報
室
行�

わ�

た�

し�

も�

ひ�

と�

こ�

と�私�

　お便りには必ず住所、氏名、年齢、学校・学年、電話番号を記入してください。 ファクス25-0263、�
インターネット目安箱 meya su@city.tsuyama.okayama.jpでの応募も受け付けています。�
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ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ�

（
小
学
６
年
・
高
野
本
郷
）�

　
松
永
　
真
美�

（
小
学
４
年
・
山
北
）�

　
梅
田
　
妃
菜
（
５
歳
・
大
田
）�

　
山
田
　
紗
由
美�

（
４
歳
・
昭
和
町
１
丁
目
）�

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ヨ
ッ
シ
ー�

（
小
学
６
年
・
高
野
本
郷
）�

▲�

　
10
月
11
日
、
神
南
備
山�

　
展
望
台
の
落
書
き
を
消�

　
去
す
る
市
民
の
み
な
さ�

　
ん�

　
田
村
　
昌
大
（
小
学
１
年
・
河
辺
）�

●高校生まで●色は白黒。サインペンなどでかく�

  （鉛筆・ボールペンはダメ）●テーマは自由�

●採用分には記念品を差し上げます�

●はがきの表に住所・名前・学年（年齢）を書く�

●ペンネームもOKです●敬称略�

こうこうせい� いろ�しろくろ�

えんぴつ� じゆう�

さいようぶん�

おもて� か�じゅうしょ    なまえ     がくねん  ねんれい�

きねんひん� さ� あ�

落合仁司さん�

立畠堅志さん�
藤田幸治さん�

 寺谷政史さん�竹森雅利さん�
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や�
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た�

し�
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ひ�

と�

こ�

と�私�
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▲�▲�
▲� ▲�

の�

遠藤　勝治さん（小田中）�
「ミーテ・ミーテ」は自信の商品です�
つやま新産業開発推進機構�

おすおすすめすめ�

　
６
月
に
中
道
中
学
校
の
生

徒
が
「
つ
や
ま
っ
子
・
デ
ビ

ュ
ー
14
」
で
私
の
職
場
に

来
て
、
ま
じ
め
に
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
仕
事
で
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、

お
礼
の
手
紙
も
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し�

た
。
こ
れ
か
ら
私
の
娘
も
職

場
体
験
に
行
き
ま
す
が
、
そ

の
と
き
は
、
有
意
義
な
体
験

を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
（
上
横
野
・
女
性
）�

や
ま
っ
子
・
デ
ビ

ュ
ー
14
に
期
待�

　
ご
み
の
分
別
の
方
法
が
変

わ
っ
て
か
ら
、
農
村
地
域
で

は
田
畑
に
空
き
び
ん
、
空
き

缶
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
捨
て
ら
れ
た
び

ん
や
缶
は
そ
の
田
畑
の
持
ち

主
が
片
付
け
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
私
だ
け
で
な
く
、
困

っ
て
い
る
人
は
多
く
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
や
め
る
よ
う
注
意

を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
（
上
横
野
・
男

性
）�

め
て
ほ
し
い�

投
げ
捨
て�

私�

　産学官連携で津山の産業振興を目的として活動している
美作大学技術交流プラザから、この冬お勧めの商品があり
ます。それが、ふくらはぎウォーマー「ミーテ・ミーテ」
です。ミーテとはイタリア語で温かいという意味で、名前
は全国公募から生まれました。�
　冷え性対策には第２の心臓といわれるふくらはぎを冷や
さないことが大きなポイントとなります。ふくらはぎを冷
やさず、どんな人にも安心で使いやすいユニバーサルデザ

インのものを開発しました。�
　安全な素材、締め付けすぎない編み方、簡単
に着脱できることなど、たくさんのこだわりが
あります。一般的なレッグウォーマーやサポータ
ーとは違う「ミーテ・ミーテ」をどうぞお試しください。�

�

「ミーテ・ミーテ」は価格2,900円、色はピンク・
ブラウン・ブラックの３色。美作大学技術交流プ
ラザの開発商品についてのお問い合わせは、つや
ま新産業開発推進機構324-0740へどうぞ。�

広�報�ク�イ�ズ�

　
児
嶋
　
祐
子�

（
小
学
４
年
・
一
方
）�

　
神
田
　
祐
希�

（
小
学
３
年
・
野
介
代
）�

　
あ
ん
ど
う
　
る
か�

（
小
学
２
年
・
林
田
）�

　
神
田
　
麻
貴�

（
６
歳
・
野
介
代
）�

○○○○缶は必ず穴を開けて資源回収（缶）
に出しましょう。○○○○に入るのは何？�

　　　　答えのほかに必ず、日ごろ感じていること、記事
の感想、市政に対する要望など、何でも書き添えてください。
（広報紙やホームページなどに、匿名で紹介させていただ
きます）正解者の中から抽選で５人に図書券を贈ります。�

問�

応募方法�

１月13日（火）　当日消印有効締め切り�

広報つやま ２ 月号�発　　表�

応募28人、正解28人

西山まり子さん、平野美由紀さん、北　友美さん、�
沼野　行善さん、中尾　寿子さん�

10月号当選者�

保護�10月号の正解�

人�人�いきいき�

津山の�人�
歳忘れ花火大会を行う�
笠松町内会（小田中）青壮年部のみなさん�

N
花火�

中国道�

二宮�

小田中�

城西通り�

下田邑�

西小学校�

小田中�
浄水場�

新境橋�

国道53号�

文�

　笠松町内会青壮年部では、毎年大みそかの夜から新年
にかけて、約150発の花火を打ち上げています。「自分た
ちの手でできることを」と始めた花火大会は、今回で11
回目になります。
　平成10年の台風災害のときにボランティアをしたこと
がきっかけで、他の町内会の青壮年部から協力をいただ
くようにもなりました。みんなでもちつき、雑煮、年越
しそば、とん汁などを用意して、夜9時ごろから大人や子
ども約200人が集まり、にぎやかに過ごしています。どな
たでも無料で参加していただけますので、気軽にいらし
てください。
　午後11時45分、除夜の鐘に合わせてまず108発の花火を
上げ、みんなでカウントダウンをして午前0時、残りの花
火をいっせいに上げます。打ち上げた花火は、柵原町、

奈義町、勝北町から
も見えたという声を
いただいています。
こちらに来ることが
できない人も私たち
が打ち上げる花火を、
どうぞ楽しみにして
ください。

落合仁司落合仁司さん�

立畠堅志堅志さん�
藤田幸治藤田幸治さん�

 寺谷政史寺谷政史さん�竹森雅利竹森雅利さん�

落合仁司さん�

立畠堅志さん�
藤田幸治さん�

 寺谷政史さん�竹森雅利さん�

総社�
西橋�

総社�


